


















































































































































































































































































































































































































































































































































DYNAMO EQUATIONS IN THE SOURCE FILE (SEI HO)
**********************************^
L HOYU. K=HOYU. J+DT* CKANYU. JK-DATTAI. JK)
N HOYU=S.17673E7
R KANYU. KL=SINKE. K+COSIN.K
H KANYU=5. 14805E6
R DA TTAI. KL=MANK I. K+SI BO. K+KAIYAKU. K
A MANKI.K=MNKR.JK*IKI.K
R MNKR. KL=DELAY3 (KANYU. JK, KK1)
A IKI. K=EXP((DR+SR)*KK1*(-D)
A SIBO. K=SR*HOYU. K







L SIKIN. K=SIKIN. J+DT* CRYOUS. JK+YOUS. JK-KNSIHA. JK-HISIHA. JK-COSIHA. JK)
N SIKIN=6. 28473E6
R COSIHA. KL=JIGYOHI. K*(1+ETC)+FIXC
C FIXC=1. 424534E4
C ETC=0. 1
A RIEKI. K=RYOUS. JK+YOUS. JK-KNSIHA. JK-COSIHA. JK
A ARIEKI.K=SMOOTH(RIEKI.K,5)
A SSRR. K=RIEKI.K/SIKIN. K
A ASSRR. K=SMOOTH (SSRR. K,5)
R RYOUS. KL=HOYU. K*RYOUR. K
R YOUS. KL=S IKIN. K*EK IR. K
R KNSIHA. KL=SIBO. K+MANKI. K/N+(KK2/KK1)*KAIYAKU. K/N
C N=6
R HISIHA. KL= (MANKI. K/N*KK1 +(SIBO. K+KAIYAKU. K)/N*(KK2/KK1)*KK2)*HIR
C HIR=0. 04
A AKN. K=SMOOTH(KNSIHA. JK, 5)
A ACO. K=SMOOTH (COSIHA. JK, 5)
A RYOUR. K=GRR* (AKN. K+ACO. K)/HOYU. K
C GRR=1. 65
A EKIR. K=(l+0. 10*RND)*(l-0. 10*RND)*PER
C PER=0. 07
A MAXS. K=EXP(-0. 1O8663)*MART1. KM. 00192*MART2. KA(-0. 869437)
A MART1. K=MAX (SIKIN. K, 0)
A MART2. K=POSIT (DRYOUR. K, RYOUR. K,0, RYOUR. K)
A DRYOUR. K=SMOOTH (RYOUR. K,DT)
A SART2. K=MAX (ZOUKA. K, 0)
A ZOUKA. K= (MAXS. K-HOYU. K) *HOYU. K
A SINKE. K=EXP(0. 121985)*SART2. K*0. 148986*BOSYN. KA0. 771O72*SART1. K
A ASINKE. K=SMOOTH (SINKE. K, 5)
A SART1. K=SRT1. KA (-0. 616516)*SRT2. KA(0. 373839)*SRT3. KA (-0. 478173)
A SRT1.K=POSIT(DJGHR. K,JGHR. K,O.JGHR. K)
A DJGHR. K=SMOOTH (JGHR. K, DT)
A SRT2. K=MAX (SSRR. K,0)
A SRT3. K=POSIT(DPR. K, PR. K, 0,PR. K>
A DPR. K=SMOOTH (PR. K,DT)
A PR. K=RYOUR. K-EKIR. K/ (EXP (EKIR. K*KK 1)-1) /N
A JIGYOHI. KL=EXP(-2. 32O41)*CART1. JKA0. 820611*BOSYN. KA0. 329164*CART2. K
N JIGYOHI=256074
A JGHR. K=JIGYOHI. JK/RYOUS. JK
A CART1. K=MAX (RYOUS. JK, 0)






















































































































　　1n(新契約)＝0.121985十〇｡ 14896・1n[(訂一S) 'S]－0.478173 ・1n p
　　　　　　　　(0.209448)(4.63052)　　　　　　　　　(－5.17332)
　　　　　　　十〇｡ 771072 ・1n(募集人の数)－0.616516 ・1n(事業費率)
　　　　　　　　　(9.28392)　　　　　　　　(－6.15545)
　　　　　　　十〇｡373839 ・1n(利益率)
　　　　　　　　(4.99182)
　　　　自由度調整済み重決定係数＝99.229％｡　(　)内はＺ値。
ここで訂は最大保有水準，Ｓは保有契約で，最大保有水準の予測式は:
　　1n訂＝－0.108633－0.869437 ・1n(保険料率)＋1.00192 ・1n(総資産)
　　　　　　(－0.23122)(－10.5856)　　　　　　　(26.4187)
　　　　自由度調整済み重決定係数＝98.787％｡
である。またρは，生保価格で，
　　ρ＝保険料率―収益率/[{exp(収益率×契約期間)－1}・Ｎ]
　　　　　　　　　　　　　　－313(22)－
百万円というときのこの両者の比率で，この場合には２になるにれを2S
の養老保険という)。
　配当金支払は配当率を年利回りとし，３つの保険金支払にそれぞれの加
入期間と配当率を乗じて足し合わせれば良い。
Ｒ　配当金支払.KL=[満期.Ｋ〉く契約期間十(加入期間/契約期間)
　　　　　　　　　　　　　×(死亡.Ｋ十解約.Ｋ)〉く加入期間]×配当率/Ｎ
　総費用は固定費と事業費とその他の間接経費とする。
Ｒ　総費用.KL=固定費十(1十その他間接費率)〉く事業費.Ｋ
　保険料率は，平均保険金支払と平均総費用にマークアップをかけ保有契
約で割った値に設定されるというフルコスト原理を採る。
Ａ　保険料率.Ｋ＝マークアップ×(平均保険金支払.Ｋ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十平均総費用.Ｋ)/保有契約．Ｋ
Ｌ　平均保険金支払.Ｋ＝平均保険金支払.J十ＤＴＸ(保険金支払JK
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一平均保険金支払.J)/平均期間
Ｌ　平均総費用.Ｋ＝平均総費用.J十ＤＴＸ(総費用JK
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一平均総費用.J)/平均期間
－314（21）－
ものとなる。すなわち：
Ｒ　加入.ＫＬ＝新契約.Ｋ十更新．Ｋ
Ａ　死亡.Ｋ＝死亡率〉く保有契約．Ｋ
Ａ　更新.Ｋ＝更新率〉く満期．Ｋ
Ａ　解約.Ｋ＝解約率×保有契約.Ｋ
　さらに，満期は加入契約が平均契約期間を経て遅れとして保有契約から
流出したもので，かつ，この期間中に死亡したり解約したりしなかったも
のであるから，
Ａ　満期.Ｋ＝平均流出.JK〉く生き残り率．Ｋ
Ｒ　平均流出.ＫＬ＝ＤＥＬＡＹ３(加入JK,平均契約期間)
Ａ　生き残り率.Ｋ＝ＥＸＰ{一(死亡率十解約率)×平均契約期間}
となるだろう。
　これで新契約を除いて図１．にある変数はすべて定義された。
　次に生保会社の資金の流れを見てみよう。
Ｌ　資金.Ｋ＝資金丿十ＤＴＸ(保険料収入.JK十運用収入JK
　　　　　　　　　　　　一保険金支払.JK一配当金支払.JK一総費用JK)
となるフローが想定されている。
　ここで，保険料収入は保有契約に保険料率を，運用収入は資金に収益率
を乗じたものと考えれば良いであろう。
Ｒ　保険料収入.KL=保有契約．ＫＸ保険料率．Ｋ
Ｒ　運用収入.ＫＬ＝資金．ＫＸ収益率.Ｋ
となる。
　保険金支払は死亡保険金，満期保険金，解約返戻金の合計であると考え
れば，これは，死亡保険金倍率をＮとして
Ｒ　保険金支払.ＫＬ＝死亡.Ｋ十満期.Ｋ/Ｎ十(加入期間/契約期間)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〉く解約.K/N
と表わされる。ここでＮというのは，保険金が死亡時１千万円，満期時5
　　　　　　　　　　　　　　－315(20)－
経営上のマークアップを施したものとして設定される。保険会社の資金は
死蔵されることかく運用されて収益を上げ，加入者はこの果実を配当とし
て受け取ることになる。
　図１．のフロー・ダイアグラムを見ながら説明しよう。そこには保険金
額で表わされる生保会社の保有契約の流れが示されている。
Ｌ　保有契約.Ｋ＝保有契約.J十ＤＴＸ（加入ｊＫ一脱退.JK）
というダイナモ方程式になることが分かろう。
　脱退には満期脱退（満期），死亡脱退（死亡）と，解約脱退（解約）がある。
Ｒ　脱退.KL=満期.Ｋ十死亡.Ｋ十解約.Ｋ
　加入者一人当りの平均保険金額で全員が契約をしていて，満期になって
保険金を受け取った人の何割かはもう一度契約するものと仮定すれば，加
入は新契約と更新との和になり，死亡は保有契約に死亡率を乗じたもの，
更新契約は満期に更新率を乗じたもの，解約は保有契約に解約率を乗じた
　　　　　　　　　　　　　－316（19）－
より現実性の高いモデルにおいても同じ結論に導かれるという実験結果を
意味し，結論の妥当性の論拠を補強するものである。
　第２節では，さらに進んで，固定的配当率の仮定を緩め，利益増に合せ
た配当率の上方修正を内生化して得られるいくつかの結果を示す。これに
より定常状態における均衡保険料率と均衡配当率とが導かれ，これを用い
た被保険者の期待内部収益率が計算される。このようにして得られる均衡
期待内部収益率もマークアップの単調増加関数となることが示され，その
含意する予想：『高料高配型への移行』，『生保の生命保険離れ』のもつ政
策上の意味が論じられる。
　第１節　改訂されたモデルとシミュレーション結果
　本節で用いられるモデルの修正箇所は，上述の４点に限られる。したが
って，モデルの全体の説明は前稿に譲るべきかも知れない。しかし，前稿
で論じたように『モデルの伝達性を重視すべきである』という立場から，
説明上の重複を敢て犯すことをお赦し頂きたい。
生命保険経営モデル
　人口や所得の成長といった外生的要因が作用しないような，実験室的環
境のもとにおいて生命保険はどのような動学的特性を有しているであろう
か。
　生命保険会社は，長期契約の養老保険を販売し，加入者は加入期間中に
死亡すれば死亡保険金を受け取り，死亡しなければ満期時に満期保険金を
受け取るという保険サービスの対価として保険料を支払う。加入から死亡
・満期・解約のいずれかにいたるまでの時間的遅れによって，保険会社は
ストックとして保有契約を抱える一方，保険料として徴収した現金を保険
金支払いのための資金として貯蔵する。保険料率は，システムの維持運営
のために必要な費用の支払いと保険金の支払いとをフルコストとしこれに
　　　　　　　　　　　　　　－317（18）－
　　　　　続生命保険の動態について（1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林秀徳
　はじめに
　筆者は，「生命保険の動態について」（『経済研究』第97号昭和62年10月），
システム・ダイナミックス・モデルによる分析を展開したが，そこで明瞭
に呈示されたモデルは改良の余地あるものであった。大方の御批判を仰い
だ結果，次の諸点は修正を要するものと考えられる。
　（1）保有契約の流れにおける満期率を新契約の３次の指数遅れと想定し
　　たが，このうち中途で死亡ないし解約した者を控除していない。
　（2）配当金の支払を，保険金の支払と無関係に保有資金の一定割合とし
　　ている。
　（3）最大保有水準予測式における定数項の値は，重回帰分析で得られた
　　推定値よりも大きく設定されている。
　（4）総費用に含められる固定費の大きさも現実的な値と比較して大きく
　　設定されている。
　これらの問題ある諸仮定は，それぞれ理由あってとられたものではあっ
たが，前論文でも指摘してあるように，ＳＤモデルは現実性を高める方向
でのモデル改訂について常に開放されていなければならないから，筆者は
この（1）～（4）の想定を現実的に改良して，そのもとでのシミュレーション結
果を報告する義務を負うものと考えている。
　本稿の第１節では，上の４点においてモデルを改訂した結果を叙述する。
結論的に述べれば，『マークアップの増加方向における保有契約の増減と
資金の増大』という前稿の結果と同一のものが得られている。このことは。
　　　　　　　　　　　　－318（17）－
